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 始めに、ボールを持って自由に移動した。これは、

けることが苦手な子どもたちにもスペースを見つけな

がら走るという感覚をつかむのに有効な手段であっ

た。そのあとボールを上に投げたり、ジャンプしてキャ

ッチしたりとボールを足で扱うのではなく、手で扱いな

がら、徐々に慣れていった。 

 次にボールタッチ。左右の足でだんだんと速くできる

ようレベルを上げ、最終的にドリブルで移動をした。 

 

 監督自らが、経験の少ない子や、ボールを蹴るの

が苦手な子なども楽しく体を動かせる方法と、モチベ

ーションの上がるような声かけの仕方についてお話し

てくれた。競技のトップに立つ方のお話に、参加して

いた先生方もしっかりと耳を傾け、真剣に聞いてい

た。 

 

 ボールにある程度慣れたところで、スペースを決

め、相手のボールを蹴って外に出すというゲームを行

った。これまでの流れの中で行った、「顔を上げ、周り

をよく見る」「ストップする」「ボールタッチを素早く行う」

などのポイントが、この場で生かされ、どの参加者も楽

しく運動していた。 

 

 ボールを蹴る運動の面白さの一つに「シュートする

こと」があげられる。しかし、ドリブルの苦手な子にとっ

ては、シュートまでなかなかたどり着けないことも。ここ

では、ボールを持って川をジャンプで跳び越し、その

後ボールを落とし、思いっきりシュートした。 

 実際に体を動かしながら参加することで、少ない時

間の中でも、多くの指導のポイントを学ぶことができ

た。 

 


